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共同事業ニュース：2023 年 8 月号 
2023 年 8 月 31 日発行 

№168 

 
 
○ 本誌は、毎月１回、都道府県石油組合、北海道 18 石油組合、共同事業部会委員、農林漁

業部会委員に配信しています。 
○ 全石連のホームページ“石油広場：http://www.zensekiren.or.jp/”に最新号から 1 年前の 

バックナンバーまで掲載しています。 
「石油広場 トップページ」⇒「各種情報」⇒「共同事業グループニュース」 
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１．「ガソリンのギフト券」の事業状況 

組合各位のご協力により、取扱店 7,169SS(先月 7,161SS)、販売店 1,860SS(同 1,860SS)の

ネットワークとなりました。ギフト券の利便性を高めるためには、より多くの組合員に参加い

ただくことが最重要課題となっていますので、引き続きご協力をお願いいたします。参加募集

用のパンフレットは随時ご提供できますので、必要な時にお申しつけください。 

8 月 28 日現在の当月販売枚数は 6,535 枚、前年度同月 17,900 枚の約 40％となっています。 

その要因としては、法人からの大口購入案件がなかったこと、販売店からの購入が少なか

ったことが挙げられます。9 月 8 日開催のガソリンのギフト券委員会、9 月 12 日開催の共同事

業部会では、販売促進策について協議していただき、事態の改善を図っていきます。 

8 月の購入案件では、ぜんせき新聞でも報じられていますが、千葉県のＦＭラジオ局が 30

万円分のギフト券をリスナーにプレゼントする企画を、宮城県のテレビ局が夕方の情報番組

で 10 万円分のギフト券をプレゼントする企画を実施しています。こうした地域のマスコミ機

関による企画は、ギフト券の周知拡大につながるものと思っています。 

この他、東京都でメーカーディーラーから 1,000 枚、静岡県で複数店舗での中古車販売を

行っている法人から 1,000 枚の購入がありました。大口案件の購入案件については、関係する

組合に情報提供いたしますので、組合からも取扱店と情報共有してくださいますようお願い

いたします。 

昨今のガソリン価格の高騰が続く中、住民向けにガソリン代補助といった生活支援策の実

施を検討する自治体の動きが出ていることから、7 月上旬に実施した自治体の福祉関係部署へ

の DM に続く第 2 弾として、全国の約 1,400 自治体に住民支援事業へのガソリンのギフト券の

利用を提案する DM を 8 月 25 日に発送しました。本件の問い合わせ先は本会となっています

が、自治体から組合に照会等ありましたらご連絡ください。 

直近の販売状況・登録状況については、最終頁をご覧ください。 

 
 

２．共同購買連絡事項 

９月から、恒例の秋期キャンペーン（9 月 1 日（金）～11 月 30 日（木））がスタートします。

洗車タオル・ロール紙・給油伝票類は、キャンペーン期間限定の特別価格でご提供いたします

ので是非ご利用ください。 

年間売上の約 4～5 割をこの期間に販売している組合が多数あります。年間目標の達成のた

め、是非、積極的推進をお願いいたします。 

 秋期キャンペーンの目標数値については 7 月 25 日付第 19 号文書にて、価格表については

8 月 14 日にメールにてご連絡しております。以下、関連の項目をご連絡いたします。 

 キャンペーン告知として、8 月 28 日（月）付けのぜんせき新聞にチラシ・「共同事業イン

フォメーション」を折り込みました。 

 組合宛に総合カタログ「May Ⅰ Help you?」を送付しておりますが、余部が若干数ありま

すので、ご希望があればご連絡ください。 
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３. 中型生命グループ保険の加入状況 

 9 月 1 日現在の加入者数は、6,359 人(前月 6,385 人、前月比 26 人減）となりました。 

 ぜんせき新聞に中型生命の広告を 9 月から 12 月まで掲載しますので、共同購買グループの

秋期キャンペーン活動の際に合わせてＰＲにご利用ください。 

 

 

４. ＳＳ総合共済・関連保険商品の継続案内の発送 

『ＳＳ総合共済』の共済期間は 11 月 14 日で終了となります。2023 年 8 月 15 日までの共済

金の支払状況を反映した割引・割増掛金での「継続加入案内」を 9 月上旬に発送いたします。

継続掛金についてお問い合わせがありましたら、本会で対応いたしますのでご連絡ください。

『ＳＳ総合安心プラン』、『受託者賠償責任保険（タイヤ保険）』、『ＳＳマネーガード保険』の

保険加入者にも継続加入案内を発送します。 

『ＳＳ総合共済』の継続加入案内の中には、『ＳＳ総合安心プラン』、『ＳＳ受託自動車保険』

に未加入の契約者へＤＭとして、ご捺印後ＦＡＸ送信で申込みが完了する加入申込書も同封し

ています。加入申込をしたいなど照会がありましたら、この用紙をご利用いただくようご案内

ください。 

新年度のパンフレットは 9 月中旬にご案内します。 

 

 

５．2022 年度農林漁業用軽油実績及び大臣申請について 

農林漁業用軽油の 2022 年度の実績が固まりました。確認数量は 78,261KL となり、2021 年度

（77,391KL）と比べ 870KL の増加（対前年度比 101.1％）でした。 

2022 年度も天候不順に加えコロナ禍や燃油価格の高騰もあり確認数量の減少が懸念されて

いましたが、結果としてはほぼ前年度同様となりました。 

農林漁業用軽油の制度では、元売が還付申請を行いますが、そのための必須書類として農林

水産大臣の発行する「用途証明書」が必要となります。この用途証明は各元売会社分を全石連

が申請しております。 

また、全石連では、登録業者から提出される総括表(軽油使用数量集計確認証)を四半期ごと

に回収し集計をしています。一方、農林水産大臣への申請は年１回となっており、今年度は 8

月 24 日に大臣宛申請を行いました。 

大臣への用途申請の後、「用途証明書」は本年 12 月から来年 2 月頃に農林水産省から交付さ

れる予定を見込んでおり、「用途証明書」が交付され次第元売各社に渡すこととしております。 

 
--------------------------------------【農林グループからのお願い】----------------------------------------- 
無税重油、国産Ａ重油、農林軽油、海運用燃油に関する総括表等に設けている提出期日が近

づいてきましたら、登録業者からの提出状況をご確認ください。 
期日までの提出励行にご協力をお願いいたします。 
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